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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期のわが国経済は、世界経済の回復に伴う輸出の増加に加え、設備投資が持ちなおし

ており、企業部門主導の緩やかな回復が続きました。また、雇用・所得環境の改善を受けて個人消

費も底堅く推移しています。先行きについては、海外の政治・経済動向に不透明感が残りますが、

東京オリンピックに向けた投資増加も期待されることから、回復基調が続く見通しです。 

愛媛県経済は、個人消費など一部で改善に遅れはみられますが、今後は、全国同様、企業マイン

ドの改善、設備投資の持ち直しにより、緩やかな回復が続くと期待されます。 

このような情勢のもと、当第１四半期連結累計期間における業績は、次のとおりとなりました。 

経常収益は、有価証券利息配当金の増加等により資金運用収益が増加したことなどから、前年同

期比６億 98百万円増加して 325億 43百万円となりました。一方、経常費用は、株式等売却損の減

少等によりその他経常費用が減少したことなどから、前年同期比１億 63 百万円減少して 194 億 50

百万円となりました。この結果、経常利益は、前年同期比８億 61百万円増加して 130億 92百万円、

親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比５億 10 百万円増加して 88 億 34 百万円となり

ました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

譲渡性預金を含めた預金等は、前連結会計年度末比 463億円増加して５兆 4,835億円となりまし

た。 

貸出金は、前連結会計年度末比 63億円増加して４兆 277億円となりました。 

有価証券は、前連結会計年度末比 208億円減少して１兆 7,151億円となりました。 

純資産は、前連結会計年度末比 172億円増加して 6,263億円となりました。 

総資産は、前連結会計年度末比 614億円増加して６兆 9,107億円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 29年５月 12日に公表いたしました第２四半期及び通期の業績予想に変更はありません。 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

（税金費用の処理） 

連結子会社の税金費用は、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当

該見積実効税率を乗じることにより算定しております。 
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３．平成 30年３月期 第１四半期決算 説明資料 

（１） 平成 30年３月期 第１四半期損益の概況【単体】 
 

 

 

 

 

 

 

○主要計数・前年同期比
平成29年3月期 平成30年3月期 平成30年3月期

第1四半期 第1四半期 中間期業績予想値 進捗率

(3ヵ月間) (3ヵ月間) 前年同期比 増減率 （6ヵ月間）

(A） (B） (B)-(A)

経常収益 27,511 27,960 449 1.6 52,000 53.8

コア業務粗利益 20,833 20,867 34 0.2

資金利益 19,145 19,263 118

役務取引等利益 1,352 1,484 132

うち預り資産収益 392 423 31

その他業務利益 335 119 △ 216

経費(△) 12,042 12,044 2 0.0

コア業務純益 8,790 8,822 32 0.4 12,500 70.6

信用コスト(△)①+②-③-④ △ 189 101 290

一般貸倒引当金繰入額（△）① -        △ 231 △ 231

不良債権処理額（△）② 26 438 412

貸倒引当金戻入益③ 34 -        △ 34

償却債権取立益④ 181 105 △ 76

有価証券関係損益 2,162 2,840 678

国債等債券関係損益 308 527 219

株式等関係損益 1,854 2,313 459

その他臨時損益 419 705 286

経常利益 11,562 12,267 705 6.1 17,500 70.1

特別損益 △ 68 △ 52 16

税引前四半期純利益 11,493 12,215 722

法人税等+同調整額（△） 3,220 3,595 375

四半期（中間）純利益 8,272 8,619 347 4.2 12,000 71.8

（参考）平成29年3月期第1四半期は、貸倒引当金戻入益を計上しております。

　    なお、貸倒引当金戻入益を内訳別に区分した信用コストは以下のとおりです。
平成29年3月期 平成30年3月期

第1四半期 第1四半期

(3ヵ月間) (3ヵ月間) 前年同期比

(A） (B） (B)-(A)

信用コスト（△） △ 189 101 290

一般貸倒引当金繰入額（△） △ 406 △ 231 175

不良債権処理額（△） 398 438 40

　うち個別貸倒引当金繰入額（△） 371 384 13

償却債権取立益 181 105 △ 76

(単位:百万円、％)

 

コア業務純益は、前年同期比でほぼ横ばいの 88 億円となりました。経常利益は、有価証券関係損

益が増加したことから、前年同期比 7億円増加の 122 億円となりました。また、四半期純利益は、前

年同期比 3億円増加の 86 億円となりました。 
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（２）預金等・貸出金の残高【単体】 

 

 

 

 

 

 

（単位：億円）       （参考）（単位：億円） 

 

29年6月末 
 

28年6月末  29年3月末 
 28年6月末比 

預金等（末残） （注1） 55,021 1,094 53,927  54,570 

 うち個人預金 34,100 276 33,824  33,546 

貸出金（末残） 40,492 1,671 38,821  40,433 

 うち中小企業等貸出金(注2) 29,909 1,335 28,574  29,937 

  個人向け貸出金 9,997 355 9,642  9,949 

   うち住宅ローン 7,274 241 7,033  7,237 

 
（単位：億円）       （参考）（単位：億円） 

 

29年6月末 
 

28年6月末  29年3月末 
 28年6月末比 

信用保証協会保証付貸出金 927 △ 107 1,034  965 

（注）１．預金等は、預金及び譲渡性預金の合計であります。 

   ２．中小企業等貸出金とは、中小企業及び個人向け貸出金であります。 

 

 

 

（３）預り資産の残高 

 

 

 

 

 

 

                                    （単位：億円）       （参考）（単位：億円） 
 

29年6月末 
 

28年6月末  29年3月末 
 28年6月末比 

伊予銀行預り資産残高 3,367 43 3,324  3,320 

 

投資信託 824 △ 46 870  850 

保険 1,985 122 1,863  1,914 

国債 262 △ 108 370  271 

 金融商品仲介 294 75 219  

 

 

 

 

282 

いよぎん証券預り資産残高 1,774 421 1,353  1,637 

伊予銀行グループ合計 5,141 463 4,678  4,958 

 

 

 

預金等残高は平成 28 年 6 月末比 1,094 億円増加（増減率 2.0％）、貸出金残高は平成 28

年 6月末比 1,671 億円増加（増減率 4.3％）しております。 

伊予銀行グループの預り資産残高は、平成 28 年 6 月末比 463 億円増加の 5,141 億円とな

りました。 
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（４）有価証券の評価損益【単体】 

 

 

 

 

 

 

（単位：億円）    （参考）     （単位：億円） 

 

29 年 6 月末 29 年 3月末  28 年 6 月末 

時価 評価損益   時価 評価損益   時価 評価損益  
    

         

 29 年 3

月末比 
評価益 評価損 

  
評価益 評価損    評価益 評価損 

その他有価

証券 
16,980 2,310 126 2,356 45 17,210 2,184 2,237 53  17,043 1,989 2,044 55 

  株式 2,816 1,889 150 1,896 7 2,690 1,739 1,746 6  2,343 1,366 1,393 26 

  債券 9,871 278 △33 291 12 10,028 311 321 10  10,391 463 464 1 

  その他 4,292 142 8 168 25 4,492 134 170 35  4,308 159 187 27 

（注）１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、評価損益は貸借対照表価額と取得価額との差額を計上してお

ります。 

（注）２．満期保有目的の債券はありません。 

3（注） 

 

    

（注）金銭の信託に係る評価損益を除く。 

平成 29 年 6月末の有価証券の評価損益は、2,310 億円と地銀トップクラスの水準を確保して

おります。 

有価証券評価益（単体）の推移
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（５）金融再生法ベースの開示不良債権【単体】 

 

 

 

 

 

 

                                                                  （単位：億円）     （参考）（単位：億円） 

 29年6月末 
 

29年3月末 
 

28年6月末 
29年3月末比  

破産更生債権及び 
これらに準ずる債権 34 △ 10 44  43 

危険債権 400 2 398  452 

要管理債権 198 17 181  169 

合 計 633 9 624  665 

      

開示不良債権比率 1.49％ 0.01ｐ 1.48％  1.65％ 

 

 

 

 

 

金融再生法ベースの開示不良債権は 633 億円、開示不良債権比率は 1.49％と引き続き

低水準を維持しております。 

開示不良債権額･比率推移
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1.49％ 
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（６）自己資本比率（国際統一基準） 

 

 

 

 

 

 

【単体】                                     （単位：億円） 

 29 年 6 月末 

 

 
29 年 3月末 

［速報値］ 29年 3月末比 

（1）単体総自己資本比率（（4）/（7）） 14.69% 0.35% 14.34% 

（2）単体Ｔｉｅｒ１比率（（5）/（7）） 14.16% 0.33% 13.83% 

（3）単体普通株式等Ｔｉｅｒ１比率（（6）/（7）） 14.16% 0.33% 13.83% 

（4）単体における総自己資本の額 5,354 152 5,202 

 （5）単体におけるＴｉｅｒ１資本の額 5,161 142 5,019 

（6）単体における普通株式等Ｔｉｅｒ１資本の額 5,161 142 5,019 

（7）リスク・アセットの額 36,435 159 

 

36,276 

（8）単体総所要自己資本額 （（7）×8%） 2,914 12 

 

2,902 
 
 
 

【連結】                                     （単位：億円） 

 29 年 6 月末  
29 年 3月末 

［速報値］ 29年 3月末比 

（1）連結総自己資本比率（（4）/（7）） 14.93% 0.35% 14.58% 

（2）連結Ｔｉｅｒ１比率（（5）/（7）） 14.36% 0.33% 14.03% 

（3）連結普通株式等Ｔｉｅｒ１比率（（6）/（7）） 14.36% 0.33% 14.03% 

（4）連結における総自己資本の額 5,528 164 5,364 

（5）連結におけるＴｉｅｒ１資本の額 5,314 152 5,162 

（6）連結における普通株式等Ｔｉｅｒ１資本の額 5,314 152 5,162 

（7）リスク・アセットの額 37,008 224 36,784 

（8）連結総所要自己資本額 （（7）×8%） 2,960   18 

 

2,942 
（注）  信用リスク・アセットの算出においては基礎的内部格付手法、オペレーショナル・リスク相当額の算出においては粗利

益配分手法を採用しております。 

 

 

 

 

 

平成 29 年 6 月末の連結総自己資本比率は 14.93％、連結普通株式等 Tier１比率は 14.36％と

なりました。 
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